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代
表
取
締
役
。
淀
江
町
今

津
に
あ
る
実
家
を
多
く
の
人
の
手
を
借

り
て
リ
ノ
ベ
し
て
U
タ
ー
ン
し
、
宿
と

し
て
活
用
。2024.11発行

瓦版

こ
こ
は
し
め
飾
り
の
内
職
作
業
場
？

「淀江プロジェクト」とは、今津田中家という一軒の古民家を巡る物語である。
「淀江プロジェクト」物語 [ 第十九話 ]連載

作
者
：
田
中 

洋
子

�
日
間
で
様
変
わ
り
！
裏
庭
デ
ッ
キ
も
完
成
！
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「
淀
江
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
物
語

[

第
19
話]
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お店のポイントが貯まる！

ー 

第
二
十
話
に
続
く 

ー
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2
0
1
8
年
の
年
の
瀬
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の
前
日
に
第
1
弾
が
ス

タ
ー
ト
し
た
「
淀
江
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
2
0
1
9
年
1
月
に
第
2
弾
、

3
月
に
第
3
弾
、
5
月
に
第
4
弾
、
7
月
に
第
5
弾
、
9
月
に
第
6
弾

を
実
施
し
て
、
片
付
け
か
ら
解
体
、
そ
し
て
再
生
へ
と
フ
ェ
ー
ズ
が
進

ん
で
い
っ
た
。
そ
の
2
か
月
後
の
2
0
1
9
年
12
月
13
日
（
金
）
〜
23

日
（
月
）
の
11
日
間
で
、新
た
な
メ
ン
バ
ー
も
加
わ
り
、淀
江
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
第
7
弾
を
実
施
。

　
13
日
に
、
サ
ハ
ラ
ク
ミ
コ
さ
ん
と
一
緒
に
大
阪
を
車
で
出
発
し
た
洋

子
は
一
足
先
に
淀
江
に
帰
っ
て
夕
飯
を
用
意
し
、
過
去
に
手
伝
っ
て
く

れ
た
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
入
れ
た
の
だ
が
、
そ
の
中
に
、
鳥
取
市
浜
村
在

住
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
皆
勤
賞
だ
っ
た
翔
太
郎
さ
ん
の
姿
が
無
い
。「
他

の
仕
事
が
忙
し
く
て
来
れ
な
い
ら
し
い
」。そ
ん
な
翔
太
郎
さ
ん
が
や
っ

て
き
た
の
は
、15
日
の
夜
。大
量
の
し
め
飾
り
を
作
る
業
務
を
請
け
負
っ

た
が
こ
の
ま
ま
だ
と
納
期
に
間
に
合
い
そ
う
に
な
い
の
で
、
こ
ち
ら
の

メ
ン
バ
ー
に
も
時
間
が
あ
れ
ば
手
伝
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。
大
量
の
材
料
を
持
ち
込
み
、
賄
い
飯
担
当
の
サ
ハ
ラ
ク
ミ
コ
さ
ん

と
あ
つ
こ
さ
ん
に
作
業
の
方
法
を
教
え
る
翔
太
郎
さ
ん
。
説
明
が
終
わ

る
と
慌
て
て
帰
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
夜
か
ら
、
田
中
家
の
和
室
は
、
し

め
飾
り
の
内
職
作
業
場
と
化
し
、
女
性
陣
二
人
を
中
心
に
夜
な
夜
な
の

作
業
が
続
い
た
。

　
そ
ん
な
忙
し
い
翔
太
郎
さ
ん
が
自
分
の
代
わ
り
に
と
言
っ
て
、
派
遣

し
て
く
れ
た
の
が
、
恭
ち
ゃ
ん
（
長
久
保
恭
平
）
さ
ん
で
、
彼
は
と
て

も
頼
り
に
な
る
大
工
さ
ん
で
、そ
の
後
も
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
る
。

た
大
き
く
開
口
し
た
場
所
に
は
サ
ッ
シ
が
は
め
込
め
ら
れ
お
り
、
裏
庭

デ
ッ
キ
の
下
地
作
業
も
進
ん
で
い
た
。
短
期
間
で
の
様
変
わ
り
に
感
動

す
る
洋
子
。

　
洋
子
は
16
日
に
は
仕
事
の
た
め
大
阪
へ
戻
り
、
皆
に
託
し
て
、
し
ば

し
淀
江
を
離
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
20
日
の
夜
に
淀
江
へ
と
向
か
っ
た
。

　
帰
っ
て
み
る
と
、
キ
ッ
チ
ン
の
天
井
が
お
洒
落
な
曲
線
で
塞
が
れ
、

屋
根
裏
に
上
が
る
新
た
な
階
段
が
付
き
、
全
面
に
床
板
が
貼
ら
れ
、
ま

　
洋
子
が
不
在
の
間
、あ
り
が
た
い
ご
近
所
さ
ん
の
前
田
（
前
田
一
夫
）

さ
ん
が
、「
ま
か
な
い
大
変
で
す
ね
」
と
言
い
な
が
ら
、
白
葱
と
大
根
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
と
か
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
来
て
く
だ

さ
っ
た
よ
う
で
、サ
ハ
ラ
ク
ミ
コ
さ
ん
が
そ
の
野
菜
も
上
手
く
使
っ
て
、

充
実
の
賄
い
飯
を
日
々
提
供
し
て
く
れ
た
。
20
日
の
夜
に
洋
子
が
淀
江

の
帰
っ
て
来
た
時
に
は
、
地
元
の
も
り
さ
と
さ
ん
、
ゆ
っ
て
ぃ
さ
ん
や

そ
の
知
り
合
い
で
青
森
か
ら
来
た
安
田
さ
ん
な
ど
も
加
わ
っ
て
、
宴
会

が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
他
に
も
作
業
中
に
今
ま
で
に
来
て
く

れ
て
こ
と
の
あ
る
地
元
の
方
々
も
覗
い
て
く
れ
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
そ
の
後
も
着
々
と
作
業
が
進
み
、
最
終
日
に
は
夜
遅
く
ま
で
作
業
が

行
わ
れ
て
、
壁
の
塗
装
が
進
み
、
ま
た
裏
庭
の
デ
ッ
キ
が
完
成
し
た
。

　
2
0
2
0
年
5
月
に
予
定
し
て
い
る
引
っ
越
し
に
間
に
合
わ
せ
る
べ

く
実
施
さ
れ
た
今
回
の
長
丁
場
の
工
事
で
、
キ
ッ
チ
ン
・
リ
ビ
ン
グ
ダ

イ
ニ
ン
グ
・
洋
室
・
米
蔵
・
屋
根
裏
の
5
つ
の
エ
リ
ア
が
一
つ
に
な
っ

た
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
が
、
什
器
設
置
を
除
い
て
ほ
ぼ
完
成
し
た
。

　
素
敵
な
空
間
が
出
来
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
く
、
ち
ょ
う
ど
一
年
前

の
第
1
弾
か
ら
の
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
を
振
り
返
り
、
様
々
な
出
逢
い

に
感
謝
し
な
が
ら
、
洋
子
は
大
阪
へ
の
帰
路
に
就
い
た
。

紙面デザイン　ameno-design

　
私
、
淀
江
の
宿
今
津
田
中
家
の
オ
ー

ナ
ー 

田
中
洋
子
は
、
2
0
2
0
年
5
月

の
U
タ
ー
ン
後
、
あ
り
が
た
い
ご
近
所
さ

ん 

山
中
文
男
さ
ん
ご
夫
妻
が
畑
の
草
刈

や
耕
運
を
し
て
く
だ
さ
り
、
娘 

萌
々
子

と
一
緒
に
野
菜
作
り
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
当
時
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
出
か
け
る
こ

と
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
50
種
類
以
上
の

野
菜
を
育
て
て
、
農
業
一
年
生
と
し
て
半

自
給
自
足
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
2
0
2
2
年
に
は
、
富
山
か
ら
大
山
町

に
移
住
さ
れ
た
富
岡
啓
一
さ
ん
の
協
力
を

得
て
、
不
耕
起
の
自
然
農
法
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
し
た
が
、
同
時
期
に
仕
事
や
外
出

が
増
え
、
忙
し
さ
に
か
ま
け
て
、
殆
ど
任

せ
っ
き
り
に
な
り
ま
し
た
。

　
2
0
2
4
年
春
か
ら
は
ご
近
所
の
宮
川

卓
也
さ
ん
と
自
然
農
法
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
予

定
で
し
た
が
、
宮
川
さ
ん
も
私
も
忙
し
く

な
り
、畑
は
ほ
っ
た
ら
か
し
で
荒
れ
放
題
。

約
一
年
半
大
阪
で
生
活
し
て
い
た
萌
々
子

が
9
月
に
戻
っ
て
来
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

山
中
さ
ん
が
草
刈
り
・
耕
運
を
し
て
く
だ

さ
り
、
農
業
一
年
生
の
再
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。

　
9
月
か
ら
、
天
気
の
い
い
日
は
朝
夕

畑
に
出
て
、
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
る
雑
草
を

使
っ
て
草
マ
ル
チ
に
し
て
、
冬
野
菜
を

中
心
に
少
量
多
品
種
の
野
菜
を
育
て
て

い
ま
す
。
無
農
薬
な
の
で
、
キ
ャ
ベ
ツ

類
の
葉
が
好
き
な
ア
オ
ム
シ
な
ど
の
虫

と
も
格
闘
中
で
す
。

　
11
月
に
は
食
事
提
供
す
る
野
菜
は
ほ
ぼ

賄
え
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ

宿
で
の
食
事
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。　

農
業
一
年
生
の
再
ス
タ
ー
ト
！

　
す
ま
い
る
び
と
s
a
n
i
n
さ
ん
が
う
ち

の
田
ん
ぼ
の
天
日
干
し
は
で
か
け
米
か
ら

作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
米
麹
と
、
い
ろ
ん
な
方

の
手
で
育
て
た
自
家
製
無
農
薬
肥
料
大
豆
と

で
作
っ
た
味
噌
の
他
に
、
4
月
に
宮
川
卓
也

さ
ん
を
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
に
実
施
し
た
「
味
噌

づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
て
、
い
ず
れ

も
自
家
製
の「
小
豆
」「
黒
豆
」「
緑
豆
」で
作
っ

た
味
噌
も
出
来
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　
長
く
大
阪
で
暮
ら
し
た
私
に
は
新
鮮
な
こ

と
も
多
く
、
農
業
一
年
生
、
ま
だ
わ
か
ら
な

い
こ
と
だ
ら
け
で
す
が
、「
大
山
さ
ん
の
お

か
げ
」、
山
川
里
海
の
自
然
の
恵
み
や
循
環

を
感
じ
な
が
ら
、
皆
様
の
ご
協
力
も
得
て
、

半
自
給
自
足
生
活
の
実
践
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 
種
類
の
味
噌
が
で
き
ま
し
た
！

半
自
給
自
足
生
活
︑
実
践
チ
ャ
レ
ン
ジ
中
！

ほったらかしの畑を山中さんが草刈り

（左上）黒豆（右上）小豆（左下）緑豆（右下）白大豆

草マルチをした白菜 どんどん葉が育っていく白菜 （上）こぼうの芽 （下）人参の芽

今回の淀江プロジェクト第7弾
主な作業メンバー
■しょうきち（野崎将太）さん
■しゅう（大木 脩）さん
■やつだ（八田 公平）さん
■ハブッチ（羽渕 正樹）さん 

★鳥取市浜村から
大工でミュージシャンの
■恭ちゃん（長久保 恭平）さん

新たな作業メンバー

その他のメンバー

新たなその他のメンバー
★鳥取市浜村から
■スミレちゃん（荻原菫）さん  

■姐さん（サハラクミコ）さん
■あつこ（ひろせあつこ）さん
■おにぎりくん（小橋 俊哉）さん
■てるちゃん（吉田輝子）さん
■翔太郎（宮原翔太郎）さん
■もりさと（森田 悟史）さん 
■ゆってぃ（河津優平）さん

い

ま

づ

た

な

か

や

よ
ど
え
の
や
ど



Imazu-tanakaya  kawarabanImazu-tanakaya  kawaraban

淀江の宿今津田中家
2024 年度会員募集

2,000円
3,000円

���� ����

●

●
●

（飲食・カフェスペースレンタル・宿泊・イベント参加）
毎月１回 各種10%割引券

● 瓦版2周年イベント (2025年3月開催予定)無料参加 !

お米1升 (約1.5kg)プレゼント(きぬむすめor もち米)
瓦版の送付

お申込み
フォーム

日替わり店長カフェ紹介

数量限定すまいるびとsanin すまいるびとsanin のランチ は「おむすびとみそ汁」。田中家さんの
はでかけ米にすまいるびとsanin 仕込みのお味噌など、素材にこだ
わって、心を込めてお作りします。ぜひご賞味ください。カフェメ
ニューは、オリジナル野草茶&甘酒ボウル。ドリンクメニューとして、
ノンカフェインのオリジナル野草茶の他に、梅酵素茶と生姜ゆず茶
もご用意しています。いずれのメニューにもドライ野草の足浴体験
ついてます♡

¥1,000
¥1,300
¥1,000
¥500● ドリンクメニューはいずれも 

● おむすび＆お味噌汁セット

「淀江の宿 今津田中家」の宿で提供している地元食材を使った朝食・江戸時代の朝食作り体験・BBQ は 4名～12名 で個別のご予約を承
ります。詳細はWEBサイト等でご確認ください。

会員特典

瓦版継続発行を応援してくださる会員の皆様を募集しています。
お得な会員特典も！ご協力よろしくお願いいたします。

継続会員：瓦版 13号～ 24号　新規会員：瓦版 1号～ 24号

・新米ご希望の方は 2024 年 11 月以降
・お米は基本当宿にてお渡し（郵送料別途）
・お米が不要の場合、淀江の宿 今津田中家の利用券1,000円分プレゼント

継続会員

新規会員

年
会
費

● 甘酒ボウル＆野草茶セット
ミニスイーツ付き

　
鳥
取
県
西
部
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
大
山
時
間
」（
構
成
：
鳥
取

県
西
部
の
各
商
工
会
と
西
部
セ
ン
タ
ー
、

大
山
山
麓
・
日
野
川
流
域
観
光
推
進
協

議
会
）
が　
「
令
和
6
年
度
自
転
車
活
用

推
進
功
績
者
表
彰
（
主
催
：
国
土
交
通

省
自
転
車
活
用
推
進
本
部
）」
を
受
賞
さ

れ
、
９
月
12
日
に
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
米
子
市
淀
江
文
化
セ
ン
タ
ー
（
さ
な

め
ホ
ー
ル
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
部
で
は
、
元
国
土
交
通
省 

自
転

車
活
用
推
進
本
部 

事
務
局
次
長
の
金
籠

史
彦
氏
が
「
自
転
車
活
用
と
地
域
活
性

化
」
に
つ
い
て
講
演
。
第
二
部
の
「
徳

島
大
学
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
講
座
」

で
は
、
田
中
洋
子
も
事
例
発
表
を
行
い

ま
し
た
。
株
式
会
社
A
R
C
H
の
高
橋

幸
博
氏
、
徳
島
大
学
の
山
中
英
生
教
授
・

矢
部
拓
也
教
授
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
下
、

金
籠
氏
も
加
わ
っ
て
意
見
交
換
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

News TopicsInfomation

　
9
月
8
日
（
日
）
に
米
子
日
吉
津

商
工
会
主
催
の
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ニ
バ

ル
２
０
２
４
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ニ
バ
ル
は
今
年
31

回
目
を
迎
え
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
サ

イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
で
、
定
番
の
「
健

脚
コ
ー
ス
」
は
、
長
距
離
す
ぎ
ず
、

あ
る
程
度
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
も
楽
し
め

る
約
70
k
m
の
コ
ー
ス
で
す
。
私
、

淀
江
の
宿 
今
津
田
中
家
の
オ
ー
ナ
ー

田
中
洋
子
は
、
今
回
、
5
年
ぶ
り
に

復
活
し
た
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
（
サ
イ

ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
）
の
企
画
と
実
施

の
責
任
者
と
し
て
関
わ
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
淀
江
町
商
工
会
で
サ
イ
ク
ル
カ
ー

ニ
バ
ル
を
始
め
ら
れ
た
浅
田
正
人
さ

ん
が
い
く
つ
か
の
コ
ー
ス
を
考
え
て

く
だ
さ
り
、
実
際
に
試
走
し
て
、
今

ま
で
の
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
と
比
べ
て

長
い
距
離
と
な
り
ま
し
た
が
、
水
の

循
環
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
約
37

k
m
の
コ
ー
ス
に
決
め
、「
水
の
道
周

遊
コ
ー
ス
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

　
「
水
の
道
周
遊
コ
ー
ス
」
の
４
つ
の

エ
イ
ド
で
は
水
分
補
給
の
他
、
伯
耆

町
商
工
会
（
栃
餅
）、
植
田
正
治
写
真

美
術
館
（
大
山
ハ
ム
コ
ロ
ッ
ケ
）、
本

宮
の
泉
（
梨
）、淀
江
漁
港
（
か
き
氷
）

を
提
供
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
イ
ド
で

「
日
野
川
」「
大
山
と
水
」「
湧
水
」「
日

本
海
」
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
出
題
、

全
問
正
解
の
方
は
ゴ
ー
ル
で
「
地
元

の
う
ま
い
も
ん
」
が
当
た
る
く
じ
を

引
い
て
商
品
を
ゲ
ッ
ト
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　
真
夏
に
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
で
試
走
し

た
際
、
私
は
バ
テ
バ
テ
に
な
り
、
途

中
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
し
て
し
ま
っ
た

の
で
す
が
、
当
日
は
、
7
歳
・
8
歳
・

9
歳
な
ど
10
名
の
小
学
生
か
ら
最
年

長
73
歳
ま
で
、
参
加
者
全
員
が
無
事

完
走
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性

を
感
じ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
商

工
会
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
は
じ
め
様
々

な
方
に
助
け
ら
れ
、
無
事
故
で
、
今

後
に
活
か
せ
る
貴
重
な
体
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
約
４
時
間
の
様
子
が

Y
o
u
t
u
b
e
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

　9 月 12 日、ロケハンのため、「D-Live」（韓国首都圏最大大手のケーブルテレビ局で、現在ソウルをはじめ京畿道などの首
都圏を中心に 270 万世帯の加入者を持つ）、及び鳥取県広報課、㈱中海テレビ放送の方が、淀江の宿今津田中家を訪問されま
した。 
　その後、中海テレビ放送の担当者の方からご連絡をいただき、１０月１０日にロケを受けることが決まり、宿での朝食、淀
江のe-bikeサイクリング、稲刈りとはで掛け、日替わり店長カフェなど終日ロケが行われました。この様子は次号以降でお伝
えします。

　淀江の宿今津田中家の運営会社 ㈱ウォリスのオリジナルの経営シミュレーション
ゲーム（ＢＡＳＧ）を使って行う創業セミナーが、鳥取県西部商工会産業支援センター
にて、下記の日程で行われます。

11月16日 (土 )　10:00~15:00（うち休憩１時間）
11月17日 (日 )　10:00~15:30（うち休憩１時間）

対象者は、創業を目指す方、創業間もない方、事業承継を予定されている方等です。

　今年もありがたいご近所さん 山中さん全面ご協力の
下、天日干し はでかけ米　きぬむすめ・もち米の脱穀が
終わり、新米のご用意ができるようになりました。宿に
ある籾摺り機 兼 精米機で、籾からその場で玄米・分付米・
白米などお好みの形に加工いたします。

お米の販売の詳細はこちらから

お申込
フォーム

ゴールの日吉津海浜運動公園ではマルシェも開催

11/27(水)11:30 - 15:00

韓国のテレビ局がロケに来られました！

商工会創業セミナー

米子日吉津商工会サイクルフェス　サイクルカーニバル 2024

「大山時間」国土交通省「自転車活用推進功績者」団体表彰受賞！
記念シンポジウム＆徳島大学サイクルツーリズム講座 in 鳥取で事例発表

������� �����

美味しいお米ができました！
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